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家

庭
内 事

故 か ら
家 族

を 守 る
!

家の
中 にも
潜む危険

昨
年
、
東
京
消
防
庁
管
内
で
家
庭
内
事
故
に
よ
り
亡

く
な
っ
た
方
は
、
旧
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
都
内
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
3
8
3人と
比
べ
て
も
、
い
か
に

多
く
の
命
か
失
わ
れ
て
い
る
の
か
か
分
か
り
ま
す
。
家

庭
は
、
私
た
ち
か
最
も
安
心
し
て
く
つ
ろ
ぎ
憩
う
場
所
。

悲
し
い
事
故
を
出
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。
多
く
の
事

故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
げ
ま
す
。

高
齢
者
と
乳
幼
児
に
は
特
に
注
意
を

家
庭
内
事
故
の
発
生
は
、
年
々
増
加

し
て
い
康
瓦

事
故
の
原
因
は
、
転
倒

が
全
体
の
約
4
割
、
次
い
で
転
落
、
刃

物
等
に
よ
る
け
が
、
異
物
誤
飲
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
(
図
1
)
。
ま
た
、
事

故
の
多
く
が
高
齢
者
と
乳
幼
児
に
偏
っ

て
い
ま
す
(
図
2
)
。
な
お
、
浴
室
等

で
お
ぼ
れ
る
事
故
は
、
総
件
数
と
し
て

は
少
な
い
も
の
の
、
重
症
以
上
の
事
故

が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

図1 救急車で運ばれた人の原因別人数 図2 救急車で運ばれた人の年齢別人数

高
齢
者
は
、転
倒
・
転
落
に
注
意

高
齢
者
の
事
故
原
因
で
最
も
多
い
の

は
「
転
倒
、
転
落
」。
玄
関
マ
ッ
ト
は
、

裏
に
滑
ひ
止
め
の
ゴ
ム
の
つ
い
て
い
る

も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
床
の

占
跛
捏
し
、
滑
る
原
因
夊
芯
雑
誌

や
ナ
イ
ロ
ン
袋
等
を
放
匱
レ
な
い
で
ぐ

だ
さ
い
。
浴
冥
芦
チ
ベ
り
や
す
い
場

所
に
は
、
聿
む
の
設
置
も
考
凡
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

□
住
宅
改
t黌

の
助
成

お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
方
お
よ
び
体

の
不
自
臾
芳
の
い
る
世
帯
に
対
し
、

浴
室
、
ト
イ
レ
、
玄
関
、
怠
逧
ど
の

改
造
費
を
助
成
し
求
す
(
収
入
に
応
じ

て
費
用
の
負
担
が
あ
り
ま
す
)
。
く
わ

し
く
は
、
各
福
祉
事
務
所
(
表
土

へ

お
問
い
合
わ
臂
ぐ
だ
さ
い
。

表1 福祉事務所一覧

乳
幼
児
は
誤
飲
に
注
意

乳
幼
児
の
事
故
は
、
「異
物
を
飲
み

込
む
」が
最
も
多
く
、2
歳
児
以
下
の

事
故
の
I
割
近
ぐ
に
及
び
ま
す
。異
物

の
内
訳
は
、タ
バ
コ
、が
ん
具
、薬
剤

が
多
数
釁
占
め
て
い
零
y
。乳
幼
児
は

身
近
に
あ
忝
9
り
を
何
で
も
口
に
入
れ

ぷ
7
と
し
ネ
す
。
危
険
な
も
の
は
手
の

届
く
と
こ
ろ
に
肚
か
な
い
ぷ
つ
、
ふ
だ

ん
か
ら
整
穗
零
心
掛
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
も
し
も
タ
バ
コ
や
薬
剤
な
ど
を
誤
飲

し
た
時
は
、
轡
笨
中
毒
情
報
セ
ン
タ

ー
の
中
素ニ

ー
○
番
が
、
電
話
相
談
を

鷽
け
付
け
て
い
ま
す

▽
つ
く
ぱ
…
午
前
9
時
～
午
後
5
時
?

9
9
0
(
5
2
)
9
8
9
9

マ
大
阪
:
加
時
間
対
応

豐
0
9
9
0
(
5
0
)
2
4
9
9

(い
ず
れ
も
ダ
イ
ヤ
ル
Q
2
)

□
が
ん
具
に
よ
る
事
故

乳
幼
児
に
多
い
が
ん
具
に
よ
る
事
故

は
、
主
に
次
の
4
種
類
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

▽
小
さ
な
が
ん
具
や
部
品
を
、

飲
み
込
ん
だ
り
耳
や
鼻
に
入
れ
る

▽

が
ん
具
の
と
が
っ
た
部
分
や
鋭
利
な
部

分
で
け
が
豪
T
る

▽
矢
や
弾
が
発
射

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
け
が
夲
于
る

マ

そ
の
他
コ
ン
セ
ン
ト
に
が
ん
具
を
差
し

込
み
シ
ョ
ー
ト
さ
せ
忝
な
ど
で
す
。

乳
幼
児
に
が
ん
笄
を
与
え
忝
と
き
は
、

危
陳
な
も
の
で
な
い
か
十
分
考
入
て
ぐ

だ
さ
い
。
が
ん
具
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
咄
日
本
が
ん
具
協
会
が
定
め
た
自

主
基
牽
が
あ
り
、
合
格
し
た
商
品
に
は

「
S
T
マ
ー
ク
」(
図
3
)
が
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
目
安
に
し
て
く

だ
さ
い
。
次
尺

コ
ン
セ
ン
ト
に
よ
る

事
故
岑
防
ぐ
コ
ン
セ
ン
ト
カ
バ
ー
が
市

販
さ
れ
て
い
る
の
で
。こ
れ
夲
莉
用
ず

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

図3

S～P?―0

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
が
食
卓
へ

昨
年
、
凛
広
子
組
み
換
え
作
物
の

輸
入
が
決
ま
n
ま
レ
た
。
輸
入
さ
れ

る
の
は
、
ダ
イ
ス
。ナ
タ
ネ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
4
種
類
。

こ
れ
ら
は
加
工
食
品
に
姿
を
変
え
て
、

す
で
に
私
た
ち
の
食
卓
に
卜
が
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

□
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
と
は
〔
f
　

遺
伝
子
躯
盆
旡
作
物
と
ほ
、
あ

る
生
物
の
鰕
叨
の
中
に
あ
る
濤
広
子

情
報
か
ら
、
「
害
虫
に
強
い
」
な
ど

の
目
的
に
あ
っ
た
蓍
岑
薦
取
り
出

し
、
別
の
生
物
の
細
胞
に
組
み
込
ん

で
作
ら
れ
た
作
物
の
こ
と
。
作
物
を

育
て
る
た
め
の
手
間
や
コ
ス
ト
を
削

讖
し
、
収
贇
畧
堝
や
す
こ
と
が
で

癶
る
の
で
、
食
糧
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
研
究
さ
れ
て
い
李
y
。

□
安
全
性
と
表
示

一
方
、
濕

字
組
み
換
え
作
物
が

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
蓆
起
こ
し
た
り
、

自
然
の
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
た

リ
レ
な
い
の
か
な
ど
の
不
安
の
声
も

あ
ひ
ま
す
。
未
知
の
食
品
を
長
期
に

わ
た
っ
て
食
べ
何
処
と
き
の
影
響

は
、
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
の

で
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
作
物
で
作
ら
れ

た
濕
広
子
組
み
懋
凡
食
品
の
表
示
は

義
務
づ
け
5
れ
て
い
ま
せ
ん
。
消
費

者
か
ら
は
、
表
示
奮

応
急
茘
忝

上
が
っ
て
い
ネ
歹
。
今
年
の
区
議
会

第
1
回
定
例
会
で
は
、
遺
伝
子
組
み

懋
疋
食
品
の
表
示
鷽
早
期
に
義
務
づ

け
る
ぷ
7
要
請
す
る
「濕

字
組
み

懋
凡
食
品
に
関
す
る
意
見
書
」
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
蔆
、
何
か
新
し

い
情
報
が
入
れ
ば
、
吏
岩
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
)

あ
す
7
月
6
日
は

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
で
す

投
票
時
間
=
午
前
7
時
～
午
後
6
時

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
-
・
-
1
㈹

暮
ら
し
の
危
険
や
商
品
の
危
険
情
報

な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
応
`
量
当
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、一

寄
り
の
消
防
署
へ
。
な
お
、
消
防
署
で
は
、
身
近
な
S
故
を
防
ぐ
た
め
の

ビ
デ
オ
『
防
ご
う
救
急
事
故
E
暮
ら
し
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成
し
、

希
望
者
に
賃
し
出
し
て
い
ま
す
。

足
立
消
防一

酋
(
3
8
5
2
)
0
1
-
9

千
佳
消
防
署

酋
(
3
8
8
2
)
0
1
1
9

西
新
井
消
防
署

酋
(
3
8
5
3
)
0
1
1
9

今号の主な内容

2
面
▽
マ
▽
ひ
と
Q
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
/
国
保
「海
の
家
・
山
の
　
　
　
　
　

家
」/
北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

3
面
▽
▽
▽
か
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
/
特
別
区
民
税
・
都
民
税

の
休
日
納
税
相
談
/
襦
丿
板
・
ひ
ろ
ば

4
面
マ
マ
マ
夏
期
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
/
夏
休
み
子
ど
も
実
験
教
室

◎ あ だち広報は毎 月5 日・15日・25日/ エ クスプレ スは奇 数月1 日 発行 ※ 区民事務所や駅の広報スタンド などにも 霍いてあり ますので、ご 利 用く ださ い
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

□
ホ
ト
ム
ヘ
ル
パ
ト
を
派
遣
し
ま
す

対
象
H
児
璽
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、中
学
生
以
下
の
児
草
脊
養
育
し
て

ぃ
る
ひ
こ
n
親
家
庭
内
容
H
親
ま
た

は
中
学
生
以
下
の
子
供
が
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
の
と
き
、家
事
や
育
児
奮
キ
后
っ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾

病
・
入
院
等
は
対
象
外
)
/
卜
度
の
甲

請
で
i
回
以
内
(
午
前
y
時
～
午
後
7

時
の
閧
で
連
靦
1
時
間
ま
た
9

蒔

間

を
F
回
)
、
年
間
2
0回
ま
で

申
込
日

診
察
券
等
、
疾
病
を
証
明
で
霤
9
り
の

と
印
鑑
を
持
参

緊
急
の
變
ほ

、
電

話
申
込
に
よ
り
代
翠
人
の
来
所
可
)

□
ひ
と
り
親
冢
飃
休
養
↑

ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
罌
手
　

(
年
度
内
l
泊
ま
で
)
。た
だ
し
、入

湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿
泊
料
金
の

1
な
り
毒
y
。

場
所
口
熱
川
、
犬
吠
埼
、
軽
井
沢
等
1
1

カ
所

対
象
1

の
方

申
込
日
各
施
設
へ
直
接
予
約

(必
ず
包
立
区
ひ
と
n
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
利
用
と
告
げ
て
ぐ
だ
さ
い
)
。
予

約
後
、
児
單
埀
碾

裹
ほ
各
福
祉
事

務
所
に
ひ
と
n
蛎
で
あ
る
こ
と
を
磴
認

で
霤
夕
も
の

誑
子
年
金
・
児
童
扶
養

手
当
証
S
・
児
重
育
成
手
当
支
払
通
知

書
な
ど
)
と
印
鑑
旁
痔
参
(
利
用
誅
を

交
付
し
豕
す
)

|

、
g
y
h
K
r卜

申
・
問
先
心
'
章
埀
臟
袤
5
畧
福

祉
事
務
所
(
表
1
)

表1 福祉事務所一覧

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
・
育
成
手
当

現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
雅
{
当
(
特
例
給
付
)
・
育
成
手

当
奮
文
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
&
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
5
れ
て
い
‘
'ヂ

。
現
況
夢
嘉
田
し

な
い
と
受
給
で
`
な
ぐ
な
n
承
y
の
で
、

至
急
、
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
・

問
先
n
児
竃
茅
当
係

(福
)医
療
証
を
お
送
り
し
ま
し
た

鶉
医
療
証
が
冫
月
1
日
で
切
n
曹
わ
2
c

た
。礬
籘

助
成
制
度
を
受
け

て
い
た
方
で
、
7
月
1
日
以
降
も
該
当

す
る
方
に
は
、
爾
医
療
証
奮
符

し
ま

し
た
。「
届
か
な
い
」
な
ど
、
不
明
な

点
が
あ
り
ま
レ
た
ら
、
お
問
い
会
笹

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
偖
医
療
証

の
有
効
期
限
は
、
1
0
年
&
月
卯
屋
£

は
7
0歳
の
誕
靨
月
の
末
日
ま
で
で
す
。

問
先
日
医
療
助
成
係

第
4
7回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
区
民
の
集
い

」

日
時
=
f
-
m£
m
g
'

午
後
L
時

場

所
卜
区
忿
犀
峇
ホ
ー
ル

内
容
H
講

演
・
桜
井
蜃
戞
氏
(

日
本
私
学
教
育

研
究
所
)
/
中
学
生
社
明
堤
巽
彰
ほ

か

定
*
=
t
<
(

先
着
順
)

用
=

無
料

主
催
苴
趾
翆
9

る
く
す
る

運
励
足
立
区
実
施
委
員
会

問
先
卜
民

生
係

国

保

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
囑
刄
阪
料
の
納
期
限
腿
毋
月

末
日
で
y
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
ぐ
だ
さ
い
。
1

め
な
い
で
い
と
、
`
蚕
5
と
同
じ

ぶ
冫
に
財
黍
畄
じ
押
さ
凡
処
分
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
災
害
や
病

気
・
倒
斈
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
は
、
納
付

方
法
に
つ
い
て
、
い
つ
で
粲

紬
談
く

だ
さ
い
。
問
先
日
滞
納
整
理
第
丁

第

二
係

夏
休
み
の
計
画
は
お
決
ま
り
で
す
か

国
保
「
海
の
家
・
山
の
家
」

国
保
課
で
は
、
今
年
も
「
薇
の
冢
・

山
の
芦

を
開
設
し
ま
す
(
表
3
)
。

現
在
、
抽
選
終
了
後
の
国
保
加
入
者
の

空
室
利
用
を
鷽
け
付
け
し
て
い
ホ
y
。

一
般
(
区
内
在
住
・
在
勤
者
)
の
万
は
、
7

月
7
R
が
ら
番
吁
付
け
l
y

。
施
設

に
よ
つ
ア
ほ
、
ま
だ
窖
{
が
あ
ひ
豕
y

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
開
設
期
間

叭
&
地
日
卜
&
月
3
0
刪
申
込
卜
電

話
予
約
Q
?
靤
用
料
夲
窓
口
へ
受

付
卜
利
用
E
の
I
R
前
ま
で

申
・
問

先
日
庶
務
係

表3 国保「海の家・山の家」施設一覧表
該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
ゐ
ば
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。
病
院
等
に
か
か
る
場
龠

一
般
加
入
者
か
目
』
負
担
呼
繭
に
対

し
て
、
表
t
{
と
耆
晏
く
な
n
汞
冤

対
象
H
老
齢
枩
ほ
退
職
を
亊
申
'
}
y

亟
厚
生
年
金
。
共
済
年
龠

を
(

国
民

年
令
ほ

除
ぐ
)
を
受
肭
じ
て
い
る
7
0
歳

未
満
の
方
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で

、

次
の
要
件
夲
痾
た
す
万
・・・
年
金
加
入
期

間
が
2
0年
以
よ
豕
た
は
4
0
歳
以
降
1
0
年

弓

あ

り

自
分
で
掛
け
翁
を
駟
め
て

い
た
方
(

た
が
じ

、
老
人
保
健
法
該
当

者
は
除
く
)

嵳

厦

療
証
を
お
持
ち

の
方
で
も
、
こ
の
制
度
に
該
挙
夊
蕩

ふ
[
ほ
、
切
n
y
り
ヂ
僭
審
し
て
ぐ

だ
さ
い
申
込
H
年
金
証
s
(
年
金
受

給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者
期
間

の
記
載
が
あ
1
5
の
)
/
s
民
健
康
保

険
証
/
印
乖
を
窓
口
に
持
参
。
年
金
証

書
が
届
い
て
か
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
日
各
区
民

嶌
翕
所
裹
ほ

国
民
健
康
保
険
課

問

先
=
資
格
賦
課
係

表4 退羅者医療制度一部負担金割合

●保険料は変わりません

お気軽にどうぞ

高齢者の
就業出張相談

シ
ル
バ
ト
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊

鼻
知
識
と
冊
`
を
持
ち
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
就

業
に
つ
い
て
、
出
張
相
談
奮
忖
つ
て
い

欒
y
。
鳶
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
呵
都
・
日
暮
里
高
年
齢
者
就
業
相

談
所
と
合
同
で
行
い
ホ
y
日
程
等
日

表
2

問
先
ト
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー

魯
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

表2 出張相談日程

注1) 躙 はいずれも愕 鼾 午後3 時( X!

漸井区民ギャラリ祠ま午後4 時ま で)

注2) 9 月の老人会館 ま第3 水曜日 です

選
挙
豆
知
識

あ
す
(
7
/
6
)
は
選
挙

投
票
所
入
場
整
理
券
が
見
つ
か
ら
な
い
時

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
、
「
東
京
都
議

会
議
員
選
累
投
票
所
入
鑾
嗇
淨
を

6
4
谷
か
ら
お
お
ひ
ね
y
日
間
で
郵

送
し
声
し
た
。万
一
入
場
喀
理
券
索
″

失
し
た
り
、
届
い
て
い
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ

稷
票
で
I

ヂ

。
投
塞
町
で
係
員

に
申
し
出
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
の
1
月
2
7苣
以
降
に
区

に
転
入
さ
れ
た
万
は
、
今
回
足
立
区
で

は
投
票
で
き
な
い
た
め
。
入
場
整
理
券

を
送
つ
て
い
奔
て
ん
が
、
前
住
所
が
都

内
の
他
区
市
町
村
の
方
は
そ
ち
ら
で
投

票
で
き
る
場
合
が
あ
v
t
y
の
で
、
前

住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
選
挙
萱
埋
委
員
会
事
務
局

眥
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

キーテナント「丸井」に決定
北千住駅西口地区市街地再開発事業

こ
の
事
業
は
、
昭
和
6
2
年
1
月
に
都

市
計
画
決
定
さ
れ
、
組
食
胥
め
市
街

地
再
開
発
事
業
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
季
'
。
芯
t
住
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
連
合
準
備
組
合
は
、
i
月
1
2
E

の
臨
時
総
会
で
、
商
業
ピ
ル
に
出
店
す

蚤
丁
テ
ナ
ン
ト
夲
噪
丸
井
に
決
定
し

ま
‥
‥
た
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
駅
前

の
土
地
の
高
度
利
用
や
住
環
境
の
改
善

奎
9
と
″
石
に
、
駅
前
広
場
等
の
都

市
基
盤
の
罌
濔
や
商
業
・
公
益
施
設
等

の
導
入
に
よ
り
、
都
市
機
能
糞
霑
茗

冫
服
手
。
今
後
、
事
業
を
通
め
る
た

め
に
、
地
権
者
の
皆
煢
心
の
同
意
を
痲

て
。
本
鯤
冢
股
立
し
、
権
利
変
換
計

画
の
認
可
夲
受
け
て
工
事
を
暑
エ
し
ま

す
。
現
在
の
予
定
で
は
、
平
成
1
3
年
秋

ご
ろ
の
苓
莠
糂
し
て
い
末
y
。

問
先
磊

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
-
1
㈹

《 都市計画 の概要 》
施工地区及び面積 北千住駅西口地区 約26ha
駅前広場( 交通広● ) 3, 050 ㎡を約5, 700「Tiに拡張

進 路 区画街路第3 号線 幅員12m・総延長 約240m
S 区画街路第4 号線 幅員9m ・総延長 約210m

(一部完了)
区遭130号繋 幅員6m ・総延長 約50m
特殊街路( 富上げ式) 幅員5m ・総延長 約41〕m
( 歩行者専用) 1

建築物 第一街区 公益施設、店舗、駐車場等

延面積72,〔XXl nl地上13隴 地下2 隴1
第二街区 住宅( 140 戸)、事務所、駐車場等4　

延面積I E7500nr1地上29階 地下3 階

☆第14回『四季農』7月18日～23日/西新#R匣ギャラリー/油絵・水彩・日本画ほか/初心者出品歓迎/矢沢魯3898- 6808



1997 年( 平成9 年) 7 月5 日 あ だ ち 広 報 第1174 号( 3)

健

康

が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、
区
布
ぷ
ぴ
動
務

先
等
で
同
種
の
検
謦
寡
け
た
方
は
除

稟
チ

。
申
し
込
み
は
、
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
、
検
診
名
を
明
記
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
甲
込
先
へ
。
後
日
、
受
診

票
と
案
内
を
お
送
卩
望
ヂ
。

※
消

化
器
が
ん
検
診
は
、
表
5
の
匯
程
か
ら

検
診
日
、場
所
(
必
ず
第
1
希
單
ま
で
)

も
明
記

□
消
化
器
か
ん
検
診

胃
1
で
罵

W
*
=
表
5
対
象
菲
J
歳
以
上
の

区
民
※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
忝
と

思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
期

限
H
&
月
に
受
診
を
希
單
莨
芳
は
、

7
月
1
5
B消
印
有
効

申
・
問
先
日
足

立
保
健
所
診
原
放
射
線

〒
1
2
1
西
竹
の

罹
2
-
1
2
-
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
豕
す
。

対
象
蓊
詼
以
上
の

女
性
区
民

□
成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
杏
な
ど
蚕
行
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

じ
ん
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ホ
歹
。

対
象
卜
4
0歳
以
卜
蘭
歳
(
昭
和
7
年
4

月
1
日
以
降
牛
汞
れ
)
ま
で
の
区
民
　
-

『
女
性
が
ん
検
診
≒
成
人

健
康
診
査
』
は
い
ず
れ
も
卜

日
時
H
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受
診

医
凍
機
関
と
相
談
の
う
λ
受
診

場
所

占保
健
予
防
係
〒
1
2
0
中
央
本
町
1
1
1
7
-

I 表5 消化器がん検診(× 線撮影と検便による検診)

※ 足 立保健所は希望さ れる方か多く、翌月になることかありますのでご了 承くださ い。

なお、中 央本田1保健相談所は回数か多く、希望日に受 診じゃすくなっています

東
和
保
健
相
談
所
の
催
し

□
精
神
保
健
講
座
『
分
裂
病
に
つ
い
て
`

気
の
経
過
と
治
療
法
』

日
時
卜
7
月
1
2
B
出
、
午
後
1
時
～
4

時

講
師
H
平
山
正
実
氏
(
北
千
生
旭

ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

定
員
日
5
0人

□
痴
呆
講
演
会
「
ポ
ケ
を
理
解
す
る
た

め
の
大
法
即

日
時
卜
7
月
1
9
a出
、
午
後
1
時
A

時
3
0分

講
師
H
杉
山
孝
痲
氏
(
川
崎

幸
病
院
副
院
長
)

定
員
=
4
0
-
<
*

本
人
と
一
緒
の
参
加
も
可

□
食
と
健
康
教
室
「
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
」

親
子
で
楽
し
い
食
事
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
}
C
よ
う
。

日
時
等

卜
1
日
目
・・・
T
月
蓉
吊

、
午
後
L
時

卸
分
F
3
時
迴
冫
楽
し
く
作
っ
て
お

い
し
く
食
べ
ぷ
つ
2

日
目
・
:
7月
2
5

貝
『

午
前
1
0時
～
正
午
/
親
罕
体
操

対
象
H
6
歳
以
上

定
員
H
1
5組
(
3
0

人
)

-
い
ず
れ
も
卜

費
用
H
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
卜
東
和
保
健
相
談
所

酋
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

教

育

7
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
で
す

総
務
庁
で
は
、
7
月
を
「
青
少
年
を

非
行
か
皇
も
る
全
国
強
調
月
鬨
と

し
、
非
行
防
止
の
た
め
の
全
国
的
な
運

動
奮
展
開
す
泰
雲
圭
唱
し
て
い
ま
す
。

区
で
も
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
を

始
め
ど
し
て
、
関
係
団
体
に
よ
る
街
頭

指
導
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
講
演
会

な
ど
、
圭
活
動
を

行
っ
て
い
き
豕
y
。

□
平
成
8

年
の
区
に
お
け
る
少
年
非
行

の
概
要

マ
非
行
少
年
・・・
補
導
数
は
鰯
人
で

、
前

年
よ
り
2
8
人
、
3

・
O
%

増
加
し
ま
し

た

。内
容
は

、万
引
き

、オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
の
豕
か
な
ど
が
多
ぺ

全
体
の

7
0
餒
以
↓
冥
一
め
て
い
ホ
y
。
中
心
年

齢
は
1
4
8
1
6
歳
で
、
全
体
の
半
数
以
上

夸
6
め
て
い
求
す
。
女
子
補
導
数
は
2
6
2

人
で
、
前
年
よ
q
y
(
増
加
し
次
に
‥
y
た

が
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
O

・
2
%

減
少
し
ま
し
た

。

▽
不
良
行
為
少
年
・
・
・
補
導
数
は
千
6
7
8
人

で
、
前
年
よ
り

1
4
8
人
、
8
・
I
餒
減
少

し
声
し
た
。
内
容
は
、
深
夜
徘
徊
が
7
9
4

人
、
4
7
・
3
%
、
喫
煙
が
6
8
6
人
で
4
0
・

9
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
心
年
齢

は
1
5
～
1
6
歳
で
全
体
の
5
7
・
9
%
を
占

め
て
い
求
す
。
女
子
補
導
数
は
聊
人
で

、

前
年
よ
り
2
3
人
減
少
し
次

し
た

。

問
先
日
青
少
年
課

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
聿
歹
。

□
面
接
楫
談

日
時
卜
毎
週
月
巌
日
税
日
奮
隊

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込

=
w
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究

所
{
一一
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

酋
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

昔
(
3
8
5
6
)
7
7
3
f
`
U

□
一
話
相
談

日
時
皿
母
週
月
L
金
曜
日
(
祝
日
岑
啄

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

申
・
問
先
=
教
育
研
″
瘠

魯
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

生

活

環

境

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
環
境
整
備
事
業

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
遒
の
道
路

交
通
騒
音
に
よ
ひ
生
ず
る
障
害
の
防
止

と
遏
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
巨
蔬
涎
(
荒
川
以

北
)
と
環
状
T
号
線
沿
道
の
沿
道
地
区

計
画
を
定
め
て
い
衆
歹
。
沿
道
地
区
計

画
の
区
域
内

沿
道
の
お
お
む
ね
3
0
m
)

に
お
い
て
次
の
行
為
を
行
う
場
合

は
、
建
築
確
認
申
請
前
で
当
該
行
為
の

参
于
の
3
0ほ
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と

な
ひ
ま
す
。

(
1
)
土
地
区
画
形
質
の
変
更

(
2
)建
築
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
(
3
)

建
築
物
の
用
痍

形
態
又
は
意
匠
の

蜃ま
た
、
沿
道
瞿
髫
融
に
仔
つ
条
例

施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に
つ
い

ア
ほ
、
居
室
(
沿
道
の
お
芻
口
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工
事
費
、

緩
衝
建
築
物
(
騒
音
が
背
後
へ
通
り
抜

け
な
い
ぷ
冫
遽
物
)
の
新
築
に
対
し

て
建
築
費
等
を
一
部
助
成
す
る
制
度
も

あ
Q
豕
y
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
儿
昭
蛮
君
づ
く
ひ
係

夏
休
み
の
自
由
研
究
に

綾
瀬
川
み
ん
な
で
水
質
調
査

1
5年
ぶ
り
に
河
川
水
質
ワ
ー
ス
ト
ー

煮
郢
レ
に
綾
瀬
川
を
め
ぐ
っ
て
川
の

汚
れ
を
調
べ
、
環
境
課
の
鶚
員
と
一
緒

に
川
の
汚
れ
の
原
因
奮
胥

汞
歹
。

日
時
日
7
月
2
5貝
『

午
前
&
時
3
0分

～
午
後
O
時
3
0分

集
合
場
所
H
教
育

研
究
所

対
象
H
区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方

定
員
H
印
人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問

先
H
環
境
課
調
査

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
6
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
2

じ
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所

酋
(
5
6
8
0
)
6
3
3
p

」

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
口
汞
歹

問
先
=
f
c画
調
輅
課
助

成
係

表6 水洗化可能地域

特 別区民 税・
都民税の

休日納税相談
平日に区役所へ来ることがで

きない方のために、休日納税相
談を実施します。納税に関する
相談など、ぜひこの機会にご利
用ください。日時=7月13日
( 日) 、午前9時～午後4時場所
= 納税課窓口( 区役所中央館1
階) 問先= 納税課、課税課
S3880- 5111 ㈹

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

対
象
日
昭
和
4
2年
4
月
2
E
か
ら
昭
和
5
0

年
4
月
1
日
ま
豕
れ
で
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
方
:
大
学
卒
(
福
祉
系

学
部
学
科
塋
素
ほ
竍
茘
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
方
が
望
一
C
い
)
/
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
/
ワ
ー
プ
ロ
、

パ
ソ
コ
ン
事
務
が
で
き
る

給
与
等
卜

足
立
区
職
員
に
準
じ
る

誣
'
W
9
年
1
2

月
1
日
以
降

募
集
人
員
―
人

選
考
日
H
I
月
1
6
日
出
問
い
合
わ
せ

期
限
H
7
月
3
1
日
申
込
期
間
日
7
月

2
8
B
I
8
月
1
日
、
午
前
1
時
I
午
後

5
時
申
込
H
市
販
の
履
歴
一
(
写
真

貼
付
T
通
、
写
真
(
縦
4
g
χ
横
l
`
)

L
枚
、卒
業
証
明
一
を
窓
口
に
持
参
(
郵

送
は
不
可
)

申
・
問
先
卜
盾
足
立
区

社
会
福
祉
協
飄
会
(
区
役
所
内
)

昔
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(

直
通
)

教
育
研
究
所
の

臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
の
た
め
&
月
3
日
旧

を
臨
時
休
館
し
毒
す
。

問
先
日
教
育

研
究
所
S
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

掲
示
板

□
第
2
回
シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ト
ツ
フ
エ

ス
テ
ィ
バ
ル
T
O
K
Y
O

参
加
者
募
集

開
催
期
閧
卜
1
0月
1
8刪

官

対
象
H

都
内
在
住
の
6
0歳
以
上
の
方

費
用

卜
人

千
円

期
限
H
7
月
M
U

※

く
わ
し
く
は
、
東
一一
い
き
い
き
ら
い
ふ

推
進
セ
ン
タ
ー
へ

酋
(
3
2
3
5
)
1
1
6
7

□
武
道
と
下
町
の
遊
び
体
験

日
時
=
7
月
1
2
日
出
午
前
1
0
時
～
正

午

対
象
=
小
・
中
学
生

費
用
H
S

円
(
付
霤
爾い
の
t
(人
は
無
料
)

申

込
H
当
日
来
館

場
・
申
・
問
先
日
東

京
武
道
館

魯
(
5
6
9
7
)
2
1
1
1

ひ
ろ

ば

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

マ
7
月
1
3
E
剛
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
朖
大
中
止
)
/
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

/
出
店
料
千
円
/
(
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
(
フ
ァ
ク
ス
番
号
)
を

明
記
/
草
の
根
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

竹
林
〒
1
2
3
関
原
l
-
3
4
-
7

酋
(
5
6
8
1
)
7
6
1
0

マ
7
以
官
沺
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

圀
大
時
翌
日
)
/
都
市
農
業
公
園
/
5
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
忝
明
記
/
7

月
1
2日
必
着
/
寺
嶋

〒
1
2
3加賀
2
-
1
7
-
1
1

豐
(
3
8
5
5
)
0
5
7
4

国
民
年
金

6
0歳
説
明
会

日
時
日
7
月
1
5
E㈹
、
午
前
1
0時
と
午

後
1
時
の
I
回
(
受
付
は
開
始
3
0分
前

か
ら
)

場
所
H
区
役
所
南
館
1
3階
会

議
室
対
一
品
砌
1
2
年
l
月
呂
T

9
月
1
莚
否
R
の
方
(
対
象
者
に
は

別
に
通
知
)
内
容
日
国
民
年
令
制
度

の
仕
組
み
と
受
釟
手
続
き
の
説
盟
y

び
個
別
相
談

旻
付
順
)

問
先
=
国

民
隻
腥

澪

係

☆箏と尺八の夕べ7 月19日出、午後6 時開演ノエル・ソフィア/ 無料/ 足立区三曲協会・田村03603 ―7540
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東部

西部
障害福祉総合センター

夏期体験ボランティア募集

夏
休
み
の
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
H

右
表

対
象
H
区
内
在
住
の
中
・
高
校

生

申
込
卜
電
話

期
限
卜
7
月
m
叮

申
・
問
先
H
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

?
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
、
映

画
豪
上
映
し
ま
す
。

日
時
卜
7
月
1
2
R
m

、
午
前
H
時

内
容
囗
▽
「歴
史

の
道
1
奥
の
細
道
-
」
洳
分
丁
・芭

蕉
の
歴
史
と
又
学
、
残
さ
れ
た
た
た
ず

ま
い
の
紹
介

▽
「
よ
み
が
え
る
歴
史

-
遺
跡
発
掘
の
記
録
-

」(
4
1分
∵
・・

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
発
掘
の
記
録
と
考

古
学
の
魅
力

費
用
卜
無
料

場
・
問

先
卜
郷
十
薄
物
館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

あ
な
た
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

テ
ー
マ
…
わ
た
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、

区
民
の
皆
麌
ん
の
投
稿
を
掲
載
す
る
コ

ー
ナ
ー
奮
獸
け
て
い
ま
す
。次
号
(
9

月
)
の
テ
ー
マ
は
「わ
た
し
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
記
」
。本
格
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
さ
さ
や
か
な
社
会
的
貢
献

ま
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
感

じ
た
こ
と
、考
兄
た
こ
と
を
瑟
W
乙

だ
さ
い
。選
考
Q
?
兄
、掲
載
し
求
歹
。

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
髻
l
を
差
し

上
げ
ま
す
。

申
込
日
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
伽
字

程
度
に
袤
こ
め
て
郵
送
裹
ほ
フ
ァ

ク
ス
で

期
限
H
7
月
杤
は

申
・

問
先
卜
広
報
課

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
1
1

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

F
A
χ
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

情 報 コ ー ナ ー
皆 さ んの 声 を 区 政 へ 生 か す 広 聴 ハ ガ キを ご利 用くださ い
広皿ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の

窓口にあります。同先= 広聴相談係 き3880- 5111 ㈹FAX3B80- 5678

消費者センターの催し 夏休み子ども実験教室と
暮らしっくスクール

● 第1 回夏休み子ども実験教室
- たべもの探偵団集合1
きみも“ 金田一"になれる|?一　
身近な食べ物の甘さや塩分、着
色料を簡単な実験で調べながら、
戮力[吻の話をします。日時=7
月24日團・25日畄、いずれも午前
10時～11時3C汾対象=区内在
住の小・中学生吁学1～3年生
は保護者同伴) 内容斗 〉1日目
… 「甘さ」と「し ょっぱさ」はど
のくらい 》2 日目… ジュースの
「きれいな色」は何の色 定員=

20人( 先着順) 申込= 電話
● 足立区消費者通信大学「暮らし

つくスクール」
日々の暮

間について、自宅で学習できる通
信制の講座です。 日程等= 下表
定員=80 人 費用= 無料 申込=
電2舌 期限=7 月31日

- いずれも 一
場・申・問先= 消 費者 セン タ ー
(エル・ソフィア内)

03880 ―5385

暮らしっくスクール日程 ● 時間はいずれも午後6時30分～8時30分

足立合唱連盟
第17回合唱祭

区内 で活躍する合唱団の日ごろ
の成果 を発表する場として親しま
れてきた合唱祭も、第17回を迎え
ます。ぜひご鑑賞ください。 日
時=7 月13日(日)、午後1 時 場所=
ギャラクシティ・西新井文化ホ

ール( 入場無料) 問先 鈩立合
唱連盟事務局・芳尾
03884 ―5507 とr喝)
文化振 興係H388C 卜5111 ㈹

あだちまつり

A - Fes t a ' 97
私 が い

る 街

その 瞬 間 を

大 切 に!

◆ 会場◆ 10 月11日(土) 12日(日)
荒川S 川t 虹の広羞1 千住駅西囗ひろぱ

「区民スポーツ教室」―初心者のための教室です―
日程等= 下表 対象= 区内在住・
存動・在学の方 定員 一各40人
費用= 無料 申込= 往復ハガキに
住所、氏名、電話番号、年齢、「種

目・場所亅を明記 期限=7 月31
日必着 申・問先= 体育振興係
〒12W 央sHi r l - 17- 1
03880- 51119*り

●ファミリーテニスとは、バドミントンコートを利用し、ビニール製のボールを使用す
る足立区で開発された新しいスポーツです

7 月24日
開催

第19回足立の花火大会

今年はトーンと9, 50発の花火
を楽しんでいただきます。日時
=7月24日閑、午後7時15分( 打
上開始7眤30分) ※ 荒天の場合
25日にI I M場所荀||河川敷　
( 千住新橋～西新井橋間)
□ プレジャーボート での観覧はで
きません
昨年、プレ ジャーボートによる
沈没事故や、衝突による乗員の転

i豚事i攷カ咢l i生し まし た。 警察( X) 指

導も あ り 、プ レ ジ ャーボ ート で の

観覧 を 儔髢止し ます 。

『司先= 足j X 区 嬲1光1窃会( j 堕摶SI辰興

胴畧メ1) 113880- 5111 呎j

水遊びのできる場所
ちびっ

こ プー
ル ・

ジャブ
ジャブ池

オ ープ
ン

開放期間=7月19日～8月31日、
午前10時～午後4時( 一部期間
の異なる施設があります)

問先= 黯水と緑の公社
酋3838- B126

豪上記以外の公園の水施設や親水水路は水遊び場ではありません。水の中に入って遊ば
ないでください

郷土博物館の

紙すき体験教室

鈩立では農家の副業として紙す
き( 再生紙づくり) が行われてい
ました。この方法を利用して、手
すきによるハガキづくりを行いま
す。自分だけのオリジナルのハガ
キをつくってみませんカ丶日時
=7月27日( 日) 、り=m: 2m～4E晦
対象 一一」噂=3 四 宮● - 20
人 費用= 無料 申込= 往復ハガ
キに住所、氏名、年齢、電X舌番号
を明記( 1 人1 枚) 期限=7 月15
日必ヽ将 場・申・問先 櫃十博

裝貭官 〒12〔びこ: SEB5- 20- 1
f・3620- 9393

こ利 用ください

学びの情報を
電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル
あ な た カ弋探し てい る 諷座 やイ ベ

ント につ いて 、 区1内情囑1を 畔=叱ヽ4こ、

いつ 、 ど こで 、 どん なふ う に 開 催

さ れる の かを 電Z舌で ご簾g内 し ます 。

“ 何 か始 め たい … " そう 思 っ たf痔

か ら 始 ま る 「学 び の ス ト ー リ ー 」。
こ のダ イ ヤ ルか ら 「あな た の スト

ー リ ー」 が スタ ート し ます 。 佩丿経
にお 電 話 く ださ い。

3605- 7181( 生涯学習館)

午前10時～午後5時
※ 生 涯学 習 館の 休 館日を 除く毎 日

◎「あ だち広 報」は再 生紙を使 用し てい ます F. O240, 000


